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廖
欽
彬
『 
近
代
日
本
哲
学
に
お
け
る
田
辺
元
哲
学 
 
―
比
較
哲
学
と
跨
文
化
哲
学
の
視
点
』
廖
钦
彬
『
近
代
日
本
哲
学
中
的
田
边
元
哲
学
：
比
较
哲
学
与
跨
文
化
哲
学
的
视
点
』張 
　 
政 
遠
　
中
国
語
圏
に
お
い
て
、
廖
欽
彬
氏
（
以
下
、「
著
者
」
と
略
す
）
は
田
辺
元
哲
学
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
著
者
は
博
士
論
文
「
宗
教
哲
学
の
救
済
論
―
後
期
田
辺
哲
学
の
研
究
」（
筑
波
大
学
、
二
〇
〇
九
年
）
に
基
づ
い
て
、
二
〇
一
八
年
に
『
宗
教
哲
学
の
救
済
論
―
後
期
田
辺
哲
学
の
研
究
』（
国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心
）
を
上
梓
し
た
。
著
者
の
持
論
を
要
約
す
れ
ば
、
中
期
哲
学
の
「
種
の
論
理
」
が
破
綻
し
、
後
期
哲
学
の
「
懺
悔
道
の
哲
学
」
や
「
死
の
哲
学
」
な
ど
を
展
開
し
て
き
た
田
辺
哲
学
は
、
近
代
日
本
の
宗
教
哲
学
の
構
築
に
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
近
代
日
本
哲
学
中
的
田
辺
元
哲
学
：
比
較
哲
学
与
跨
文
化
哲
学
的
視
点
』（
以
下
「
本
書
」
と
略
す
）
は
、
著
者
の
研
究
成
果
を
中
国
語
で
発
表
し
た
画
期
的
な
単
著
で
あ
る
と
い
え
る
。
　
本
書
の
狙
い
は
、
中
国
語
圏
に
田
辺
哲
学
を
紹
介
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
比
較
哲
学
あ
る
い
は
ト
ラ
ン
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
的
哲
学
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
提
起
す
る
こ
と
に
あ
り
、
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
①
宗
教
哲
学
、
②
歴
史
哲
学
、
③
存
在
論
と
現
象
学
、
④
比
較
哲
学
と
ト
ラ
ン
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
的
哲
学
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
簡
単
に
評
し
た
い
と
思
う
。
　
ま
ず
、
著
者
は
「
導
論
」
の
中
で
、
田
辺
哲
学
の
三
期
説
を
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
期
は
「
科
学
哲
学
・
数
理
哲
学
」、
中
期
は
「
批
判
哲
学
・
実
存
哲
学
・
弁
証
法
」、
そ
し
て
後
期
は
「
宗
教
哲
学
」
で
あ
る
。
い
き
な
り
「
宗
教
哲
学
」（
第
一
章
）
か
ら
展
開
す
る
と
い
う
構
成
を
み
れ
ば
、
後
期
田
辺
哲
学
が
本
書
の
「
核
」
と
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
本
書
は
田
辺
だ
け
で
は
な
く
、
西
田
幾
多
郎
と
清
沢
満
之
（
第
二
章
）、
久
松
真
一
（
第
三
章
）、
大
島
康
正
（
第
五
章
）、
大
森
荘
蔵
（
第
六
章
）、
南
原
繁
（
第
七
章
）、
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
（
第
八
章
）、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
（
第
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評
九
章
）
な
ど
も
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
田
辺
哲
学
に
関
し
て
も
、「
種
の
論
理
」
成
立
以
前
の
「
易
経
思
想
解
釈
」（
第
十
章
）、
中
期
と
さ
れ
た
「
実
存
哲
学
」
（
第
十
一
章
）、「
道
元
」（
第
十
二
章
）
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
中
国
の
研
究
者
に
実
に
馴
染
み
や
す
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
と
こ
ろ
が
、
中
国
で
は
日
本
の
哲
学
者
た
ち
が
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
る
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
朱
謙
之
（
一
八
九
九
―
一
九
七
二
）
は
西
田
と
田
辺
に
つ
い
て
こ
う
論
じ
て
い
る
。
西
田
の
哲
学
は
日
本
の
資
本
主
義
の
独
断
の
発
展
に
従
い
、
反
動
的
に
な
っ
て
い
る
。
天
皇
制
と
は
、
す
な
わ
ち
天
皇
と
そ
の
宮
廷
、
軍
事
、
行
政
官
僚
と
貴
族
、
寄
生
的
土
地
所
有
者
と
独
占
資
本
家
の
結
合
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
西
田
の
哲
学
は
ま
さ
に
天
皇
制
を
弁
護
す
る
哲
学
で
あ
る
。〔
中
略
〕
田
辺
は
日
本
唯
心
主
義
哲
学
の
第
二
の
代
表
者
で
あ
り
、
西
田
と
同
様
に
ド
イ
ツ
の
資
産
階
級
哲
学
の
各
段
階
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
通
し
て
自
ら
の
哲
学
を
展
開
し
て
い
る（１）
。
　
周
知
の
よ
う
に
、
西
田
と
田
辺
が
時
局
的
発
言
を
し
た
の
は
事
実
で
は
あ
る
が
、
陸
軍
の
全
体
主
義
的
な
思
想
に
全
面
的
に
同
意
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
哲
学
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
敵
と
み
な
す
こ
と
で
は
な
く
、
ま
ず
テ
キ
ス
ト
を
読
み
解
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
　
著
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
先
入
観
を
括
弧
に
い
れ
、
丁
寧
に
田
辺
の
哲
学
と
そ
の
政
治
的
な
側
面
を
論
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
著
者
は
第
四
章
「
戦
時
に
お
け
る
田
辺
の
歴
史
観
」
の
中
で
、
田
辺
の
哲
学
と
政
治
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
田
辺
の
「
種
の
論
理
」
に
つ
い
て
軍
国
主
義
に
直
接
に
影
響
し
た
こ
と
は
な
い
（p. 1
5
4
）
と
著
者
は
書
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
田
辺
が
「
生
死
」（
一
九
四
三
年
十
月
）
や
「
文
化
の
限
界
」（
一
九
四
四
年
二
月
）
な
ど
の
講
演
に
お
い
て
時
局
的
発
言
を
行
っ
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
問
題
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
田
辺
は
一
九
四
四
年
十
月
に
京
都
哲
学
会
の
講
演
で
「
懺
悔
の
立
場
」
を
表
明
し
た
（p. 2
1
）。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
大
島
メ
モ
」
の
先
行
研
究
を
紹
介
し
た
著
者
に
よ
れ
ば
、
十
八
回
の
海
軍
と
の
会
議
に
六
回
し
か
参
加
し
な
か
っ
た
田
辺
は
、「
消
極
的
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（p. 
8
9
）。
ま
た
、
戦
争
中
に
国
家
を
絶
対
化
し
た
田
辺
は
戦
後
に
な
っ
て
「
反
省
」
し
た
、
と
著
者
は
田
辺
を
弁
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
（p. 1
5
3
）。
　
し
か
し
、
田
辺
は
本
当
に
「
反
省
」
し
た
の
か
。
著
者
は
、
田
辺
が
「
転
回
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
懺
悔
で
き
た
と
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
結
局
不
充
分
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
、
加
藤
周
一
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
田
辺
元
（
一
八
八
五
―
一
九
六
二
）
は
「
歴
史
的
現
実
」
の
な
か
で
、
歴
史
的
現
実
一
般
に
つ
い
て
抽
象
的
に
語
っ
た
と
き
に
、
も
っ
と
も
ら
し
か
っ
た
。
し
か
し
具
体
的
に
世
界
の
歴
史
の
な
か
で
の
日
本
の
意
味
200
に
つ
い
て
語
る
と
き
に
は
、
荒
唐
無
稽
で
し
か
な
か
っ
た
。〔
中
略
〕
田
辺
の
議
論
は
、
戦
後
に
も
、
戦
時
中
と
同
じ
よ
う
に
、
日
本
の
社
会
の
具
体
的
な
現
実
に
触
れ
る
や
否
や
途
方
も
な
い
見
当
ち
が
い
を
お
か
す
と
い
う
点
で
少
し
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
お
そ
ら
く
、
戦
時
中
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
支
持
か
ら
戦
後
の
社
会
民
主
主
義
へ
の
移
行
が
、
変
節
で
あ
る
か
、
ど
う
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
田
辺
の
論
理
は
技
術
的
な
も
の
で
あ
り
、
彼
は
そ
の
技
術
を
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
「
国
民
の
大
多
数
」
の
考
え
の
正
当
化
に
用
い
た
。「
国
民
の
大
多
数
」
以
上
の
現
実
の
解
釈
も
な
け
れ
ば
、
床
屋
政
談
以
上
の
現
実
の
な
か
で
の
経
験
も
な
か
っ
た（２）
。
　
田
辺
は
「
政
治
哲
学
の
急
務
」
の
中
で
「
主
権
は
国
民
に
あ
る
と
同
時
に
、
天
皇
に
帰
向
す
る
」
と
い
い
、
立
憲
君
主
制
を
擁
護
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
根
拠
は
「
今
日
の
国
民
の
大
多
数
が
、
天
皇
制
存
置
国
体
擁
護
に
於
て
一
致
す
る
」
と
い
う
程
度
の
も
の
し
か
な
い
。
加
藤
に
よ
れ
ば
、「
天
皇
制
存
置
国
体
擁
護
に
於
て
」
国
民
の
大
多
数
が
一
致
し
た
の
は
、
明
治
以
来
の
半
世
紀
以
上
に
及
ぶ
教
育
の
結
果
で
あ
る
。
そ
の
教
育
の
も
う
一
つ
の
結
果
は
、
十
五
年
戦
争
と
民
主
主
義
的
原
理
の
完
全
な
破
壊
で
あ
る
」
と
い
う
。
　
近
年
の
西
田
研
究
で
は
、「
責
任
」
と
「
責
任
感
」
に
着
目
し
た
研
究
が
あ
る
。
例
え
ば
、
林
永
強
氏
は
、
前
期
西
田
の
倫
理
学
か
ら
政
治
哲
学
へ
の
軌
跡
を
考
察
し
、
後
期
西
田
の
い
う
世
界
の
日
本
を
一
つ
の
具
体
例
と
し
て
、
「
責
任
」
と
「
責
任
感
」
と
の
不
可
分
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
林
氏
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
前
期
西
田
の
「
自
他
感
情
の
一
致
」
の
立
場
か
ら
、
同
時
に
主
観
的
・
客
観
的
に
「
責
任
」
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
引
き
出
し
て
、「
責
任
感
」
と
の
重
要
性
を
も
た
ら
し
た
。
そ
こ
か
ら
「
東
ア
ジ
ア
」
か
ら
／
へ
の
情
理
一
体
の
観
点
も
要
約
的
に
紹
介
し
た（３）
。
　
例
え
ば
、「
皇
道
精
神
に
基
く
八
紘
為
宇
の
世
界
主
義
」
と
い
う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
、
日
本
哲
学
の
研
究
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
「
責
任
」
を
も
っ
て
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
こ
こ
で
は
、「
責
任
」
あ
る
い
は
「
責
任
感
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
の
分
析
は
結
構
だ
が
、「
責
任
」
す
な
わ
ち
「
応
答
可
能
性
（responsibility
）」
は
如
何
に
し
て
可
能
な
の
か
も
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
加
藤
の
田
辺
批
判
に
ど
の
よ
う
に
応
答
す
る
か
が
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
　
な
お
、
同
じ
著
者
に
よ
っ
て
台
湾
で
刊
行
さ
れ
た
『
宗
教
哲
学
の
救
済
論
―
後
期
田
辺
哲
学
の
研
究
』
の
中
に
、「
最
後
に
台
湾
と
い
う
異
文
化
の
観
点
か
ら
、
台
湾
植
民
地
時
代
の
哲
学
者
・
洪
耀
勲
の
「
実
存
」
概
念
を
め
ぐ
る
哲
学
的
思
索
を
論
究
し
つ
つ
、
間
文
化
的
視
点
か
ら
田
辺
哲
学
と
の
比
較
を
試
み
た
」
と
い
う
内
容
が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
本
書
で
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
田
辺
に
お
け
る
「
政
治
」
と
「
哲
学
」
と
の
関
係
を
積
極
的
に
論
じ
て
お
り
、
中
国
語
圏
の
読
者
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
大
201
書評
い
に
評
価
で
き
る
が
、
願
わ
く
は
、
日
本
哲
学
に
つ
い
て
も
台
湾
哲
学
に
つ
い
て
も
も
っ
と
自
由
に
議
論
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
注（
１
）　
拙
論
「
中
国
語
圏
に
お
け
る
日
本
の
哲
学
」『
日
本
哲
学
の
国
際
性
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
四
五
頁
よ
り
引
用
。
（
２
）　
加
藤
周
一
『
日
本
人
と
は
何
か
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
六
年
、
一
九
五
頁
。
（
３
）　
林
永
強
「
西
田
幾
多
郎
の
政
治
哲
学
―
東
ア
ジ
ア
か
ら
み
た
責
任
と
責
任
感
と
の
あ
い
だ
」『
哲
学
』
第
六
十
七
号
、
二
〇
一
六
年
、
四
〇
頁
。
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